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 郡山市立高瀬中学校 

 令和５年１月１０日発行 

《第４５号》文責：校長 齋藤高志 

 

保護者の皆様、あけましておめでとうございます。 
本日、オンラインでの始業式を行い、３学期の学校生活が
スタートしました。式では、校長式辞の後、各学年の代表
生徒の皆さんが３学期の抱負を堂々と発表しました。本
年も高瀬小中コミュニティ・スクールを土台に地域と共
にある学校づくりを進めてまいります。本校教育活動へ
のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

本校は県・市の教育方針のもと、下記「学校経営の５つ
の柱と１０の重点事項」により教育活動を推進していま
す。１２月に重点事項１０項目と小中共通課題１項目につ
いて、第２回学校自己評価(生徒・保護者・教職員アンケー
ト)を実施しました。本号からその結果についてお知らせ
してまいります。 
 
１「創造：進んで学び挑戦する生徒の育成」 
 (1) ｢誰一人取り残さない」視点による学習指導 
(2) 読書活動・新聞活用による読解力向上 

２「自立：自ら考え判断しやり遂げる生徒の育成」 
 (1) 協力・協働して物事をやり遂げる生徒の育成  
(2) 自主的・主体的に取り組む生徒の育成 

３「健康：たくましい心と体をもつ生徒の育成」 
(1) ｢誰一人取り残さない」視点による組織的な支援 
(2) 生徒の健康・体力の維持向上 

４「高瀬小・中コミュニティ・スクール」 
(1) 高瀬小・中９年間を通した教育活動の推進 
(2) 地域学校協働活動の推進 

５「保護者・地域・関係機関との連携」 
(1) 保護者との信頼関係の構築 
(2) 教育活動に関する不断の情報発信 

＊ 小中共通課題 
 (1) あいさつがしっかりできる児童生徒の育成 

Ｃ：あまりそう思わない 
Ｂ：まあそう思う Ａ：とてもそう思う  

Ｄ：全くそう思わない 

１、２学期の評価を比較すると、保護者のＡ＋Ｂ評価が
80％→90％と向上しました。今年度タブレット等のＩＣＴ
を活用して授業改善に取り組んでまいりました。今後も
「授業内容が分かる」ことを土台にして、互いに伝え合う
ことを通して学び合う授業づくりを進めてまいります。 

１、２学期の評価を比較すると、生徒のＡ＋Ｂ評価が
90％を超す評価を得ましたが、保護者のＡ＋Ｂ評価が 71％
と変わらず、教職員のＤ評価が８％→17％でした。授業で
ＩＣＴを活用し、話合いや説明する活動を行っています
が、読書や新聞を活用した学習に課題が残りました。授業
内容を理解するためには読み取る力を身に付けることが
必要不可欠です。読み取ったことを互いに伝え合うこと
で、知識をより自分のものにしていく事ができる指導を充
実させる必要があります。今後も本校の重要な課題の1つ
として取り組んでまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期はのぞみ祭や修学旅行、学習旅行等の行事を通して
皆で協力・協働して物事に取り組む態度が育ちました。コロ
ナ禍にあっても感染防止対策を講じながら、生徒が主体とな
る活動を保護者の方に参観していただきたいと思っており
ます。今後も様々な行事等を通して、お子様の社会性や人間
性を育んでまいります。 

１学期と２学期の評価を比較すると教職員、生徒、保護者
ともにＡ評価が増加しています。着実に生徒たちが成長し
学校と家庭生活において主体性や自主性が育くまれたこと
の現れであるともいえます。今後も様々な教育活動で、自ら
進んで物事に取り組むことができるような支援や指導を継
続してまいります。 

「誰一人取り残さない」視点による組織的な支援を進める
ため、生徒支援委員会を中心とした支援を進めています。
今後も全教職員で生徒の皆さんとのつながりを大切にスク
ールカウンセラーとの連携やいじめアンケートを活用して
の支援に努めること、保護者の方との信頼関係を築くこと
を大切にして支援を進めてまいります。 
 

２学期は１学期に引き続き、高瀬小中コミュニティー・
スクールの機能を生かし養護教諭を中心とした歯科受診
率 100％への取組や食育の推進によるフードロスの削減に
取り組んできました。この取組は、昨年度から継続して行
っています。生徒のＡ＋Ｂ評価は昨年度と同様の結果でし
たが、保護者のＡ評価をみると、昨年２学期が18％、本年
度は28％→32％へと向上しています。このことからも学校
での取組に一定の理解をいただいているとも言えます。今
後も安心安全な学校生活を送ることができるように健康
安全教育を進めてまいります。 


